
当 所 の 活 動

講 演

第31回 日本木材学会大会

(昭和56年 4FH L1-3ll,東京)

今村祐嗣 ･和田縛 ･林 昭三 ･則元 京 :マイクロ

波による木材の曲げ加工--曲げ木の組織構造的

観察

吉村慶子 ･伊東隆夫 ･島地 謙 :形成層位置推定の

ための刺針マ-クの検討 第2報-傷害樹脂道

吉村慶子 ･伊東隆夫 ･島地 謙 :形成層位置推定の

ための刺針マークの検討 第 3報--広葉樹-の

刺釘法適用の可能性---

伊東隆夫 ･島地 謙 ･角谷和男:制御環境下におけ

る2, 3の針葉樹の生長パターンと木部組織

山日和穂 ･伊東隆夫 ･島地 謙 :ハ リエンジュおよ

びクヌギの木部形成に対するオーキシン輸送阻

害剤の影響

山口和穂 ･伊東隆夫 ･島地 謙:圧縮あて材形成に

対するオーキシン輸送阻害剤の影響 第 2報-…-

スギ傾斜木において

吉沢伸夫 ･伊東隆夫 ･島地 謙 :圧縮あて材組織の

特徴の樹種による違い

伊東隆夫 ･島地 謙 :植物培養細胞による細胞壁の

構築

黒田宏之 ･島地 謙 :顕微鏡的手法によるスギ心材

色素の観察

黒t二1億 之 ･樋口隆昌 :リグニン進化の指標 としての

0--メチル基転移酵素

(木材生物部門)

相集和功 ･飯塚義富 ･越島哲夫 :単糖スルホン化物

による食用 きのこ菌糸の生育促進効果

稲葉和功 ･飯塚義富･越智哲夫 :多糖ならびに LCC

スルホン化物による食用きのこ菌糸の生育促進

効果

束 順一一･遇島哲夫 :ココヤシ申果皮の化学成分に

セルロ-ス ･リグニン結合体の性質

(1980年 9月-1981年 8月)

1-1仲 龍太郎 ･夜久富美子 ･越島哲夫 :アセチルグル

コマンナンの酵素分解 (Ⅳ)一一アセチル基を含

むオリゴ糖について

村木永之介 ･夜久富美子 ･田中龍太郎 ･越島哲夫 :

微分枠木粉の酵素分解(･3)-アカマツのロール ミ

ル粉砕

東 順一 ･金井和光 ･西本孝一 ･越島哲夫 :イエシ

ロアリの糖分解酵素に関する研究 (第 1報)-

職蟻 と兵蟻の相違について

森川誠道 ･岡村圭造 ･岡本 一 ･増揮文武 ･帥中文

男 :出土木材の劣化状態の研究

(木材化学部門)

久津木英俊 ･樋口隆昌 :アテ材 リグニン生合成に関

与する酵素

(リグニン化学部門)

則元 京 :マイクロ波による木材の裾 ず加 工- S-S

iui線か らの[鋸ヂ性能の予測

飯tl_性 穂 ･則元 京 :マイクロ波による木材の帖 ヂ

加工--横方向のクリープ

牧 福美 ･青木 務 ･則元 房 :山田 正 :木質材

料の湿度調節機能Ⅵ

牧 福美 ･則元 京:lL=二11 正 :木質材料の湿度調

節機能Ⅶ

角谷和男 :光周 リズムと樹幹の挙動 (予報)

野村隆哉 ･山田 正:X線小角散乱による木 ･竹の

微細構造

白石信夫 ･松井宏昭 ･坪内克己 ･横田徳郎 ･青木

務 :エーテル化による木材のプラスチックス化

白石信夫 ･福原かお り･坪内克己 ･横田徳郎 ･青木

務 :アセチル化による木材のプラスチックス化

師岡淳郎 ･則元 京 ･青木 務 ･山田 正 ･白石信

夫 ･横田徳郎 ･抑1-1三千彦 :プラスチック化木

材 と合成高分子 とのブレント

青木 務 ･則元 京 ･江旧] 正 ･白石信夫 ･横田徳

郎 :プラスチックス化木材の二,三の物性

師岡淳郎 ･則元 京 ･止=二日 正.･白石信夫 -･セルロ

ースオリゴオキンメチレンエーテルアシレー ト

の物性
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(木材物理部門)

林 知行 ･佐々木 光 :メタルプレ- トコネクター

を用いた継手の疲労試験 (第 4報)--残留耐力

および線形損傷則の適用

瀧野臭二郎 ･増田 稔 ･冬木敏夫 :木質床パネルの

クリ-プ試験

南 正院 ･石原茂久 ･佐々木 光 :亜硫酸パルプ廃

液 (SSL)の接着性能

高谷政広 ･浜田良三 ･佐々木 光 :木材-エポキシ

樹脂接着系のくり返し曲げ疲労強度Ⅱ-湿潤状

態

川井秀一- 張 勤麗 ･佐々木 光 ･石原茂久 :静電

場を用いた配向性パーティクルボードの製造 Ⅰ

-配向度に影響を及ぼす因子

張 勤麗 ･川井秀一 ･佐々木 光 ･石原茂久 :静電

場を用いた配向性パ-ティク)i,ボ-ドの製造Ⅱ

～配向ボー ドの材質

(木質材料部門)

高橋旨象 :腐朽菌作用下の合板の曲げクリープたわ

み

角田邦夫 ･高橋旨象 ･西本孝一 :ゴムノキの防カビ

対策

金井和光 ･乗 場一･西本孝一 :イエシロアリ(Cop -

toterm∫formo∫anu∫SHIRAKI) の栄養生理に関す

る研究 (第 1報)一原生動物と炭水化物要求度

との関係

小西清司 ･相場 武 ･森揮靖弘 ･西本孝一-:木材防

腐剤としての トリハロアリル化合物に関する研

究 (第 1報)

西本孝一 ･足立昭男 ･小西清司 ･相場 武 ･森揮靖

弘 :木材防腐剤としての トリハロアリル化合物

に関する研究 (第 2報)-接着剤混入処理合板

の性能について

西本孝一 ･山本泰司 ･足立昭男 :教程の木材保存剤

の金属腐食性について

(木材防腐防虫実験施設)

第36回 木研公開講演会

(昭和56年 5月29日,大阪)

榎 章郎 :微生物によるリグニン分解について

(木材化学部門)

石原茂久 :火災時の煙と有毒ガス

(木質材料部門)

越畠哲夫 :酵素系による木材糖化の展望

(木材化学部門)

第26回 熱帯林業セミナー

(昭和55年11月6日,大阪)

"南洋材の見分け方〝

島地 謙 :南洋材の組織の機能と形態一一一南洋材識別

上の理解を助けるために-

(木材生物部門)

昭和55年度 埋蔵文化財発掘技術者専門研修

(遺物保存料学課程)特別講義

(昭和55年12月5日,奈良)

島地 謙 :木材組織の観察

(木材生物部門)

第17回 木材接着講習会

(昭和56年 2月6,7日,大阪)

林 昭三 :木材の構造

(木材生物部門)

第25回 リグニン化学討論会

(昭和55年10月17,18日,九州大学)

･リグニン結合体に関する研究 (その4)アカ

マツあて材 MWL画分よりのヘ ミセルロース

･リグニン結合体の性質 (木材化学部門)

昭和56年度 日本農芸化学会大会

(昭和56年 3月30日～4月2日)

東 順一,高橋信義,越島哲夫 :リグニン ･ヘ ミセ

ルロース結合体の疎水性アガロースに対する親

和性

(木材化学部門)

国際木材及び製紙化学シンポジウム (ストックホル

ム,スウェーデン)

(昭和56年 6月9日～12日)

T.Koshijima,J.Azuma and N.Takahashi:

HydrophobicinteractionorLCC MoleculesIso-

latedfrom MWL orPineandBeechWoodsin

anAqueousSolution

(木材化学部門)

第 4回 糖質シンポジウム

(昭和56年 8月26,27日,東京)

乗 噸一,高橋信義,超島哲夫 :リグニン ･へ ミセ
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)i/ロ-ス結合体の疎水 クロマ トグラフィー

(木材化学部門)

高等植物におけるフェニルプロパノイ ド代謝の生化

学会議

(昭和55年10月5日-9日, フライブルグ)

樋口隆昌 :リグニンの微生物分解

(リグニン化学部門)

第25回 リグニン化学討論会

(昭和55年10月17,18 札 九州)

難波宏彰 ･中坪文明 ･樋口隆昌 :1,2-ジア リ-ル プ

ロパ ン-1,3-ジオール化合物の Fusa,･ium ∫olani

による分解

片山健至 ･中坪文明 ･樋 口隆昌 :シリンギル核 を含

むβ-0-4及び β-5型 ジリグノール の Fu∫arium

L-Olaniによる分解

釜谷保志 ･串坪文明 ･樋口隆昌 :Fu∫ariumLWlafliEl

よる d,トンリンガレジノールの分解

梅滞俊明 ･申坪文明･樋口隆昌 :Phanerochaelech7J505

Poriumによるフェニ)i/クマラン型二量体の分解

機構の研究

久樺木英俊 ･畠田幹夫･樋[コ隆昌 :シナボイル CoA

リガ-ゼの植物間分布及び性質について

(1)ダニン化学部PEj)

木材パルプ化学国際シンポジウム (TI〕E Ekman-

Days1981)

(昭和56年 6月9日-12日, ス トックホルム)

T.Higuchi:Biosynthesisand Biodegradation

ofLignln.

M.Shimada,F.Nakatsubo,T.氏,Kirkand

T.Higuchi:LIGlutamateRepressionofBio-

synthesisofVeratrylAlcoholinR･elationto

LigninBiodegradationinPhanerochaelechrJ∫05-

Porium

(リグニン化学部門)

日本 レオロジー学会,第 1回 高分子材料研究会

(昭和56年 5月27日,京都)

則元 戻 :マイクロ波による木材のi鋸 プ加工

(木材物理部門)

アメ リカ化学会年次大会 (昭和56年 8月25日, ニュ

-ヨーク)

青木 務,則元 京, 白石信夫 :グラフ トによる木

材およびセルロースの熱可塑化

(木材物理部門)

第 1回 木材接着研究会

(昭和55年11月18,19日,東京)

佐々木光 :パ-テ ィクノレボー ドの内部接着 と耐用年

数 (木質材料部門)

第19回 接着研究発表会

(昭和56年 6月10日,東京)

高谷政宏,浜田良三,佐々木光 :木材接着の開口型

破壊靭性試験 (木質材料部門)

日本木材加工技術協会 単板積層材研究会

(昭和56年 6月25日,東京)

佐々木 光 :LVLの特徴 と製造 (木質材料部門)

第 9回 建築物保存対策ゼミナール

(昭和56年 8月21,22札 大阪)

佐々木 光 :建築材料 としての木材

(木質材料部門)

日本 しろあ り対策協会, しろあ り防除施工士更新指

定研修会

(第 1回 昭和55年-10月3日,大 阪)

(第 2回 昭和55年10月4日,神 戸)

(第 3回 昭和55年11月9日,名古屋)

高橋旨象 :木材の腐朽について

(木材防腐防虫実験施設)

日本木材学会 レオロジー研究会 シンポジウム

(木材および木質材料のク リープ)

(昭和55年10月8tj,京都)

高橋旨象 :腐朽菌作用における合板の曲げク リ-プ

(木材防腐防虫実験施設)

日本昆虫学会第40回大会

(昭和55年10月14日,高知)

岩田隆太郎,酉本孝一 :ヒラタキクイムシの表面構

造の走査電子顕微鎖による観察 (第 2報)

(木材防腐防虫実験施設)

ニュージーラン ド木材保存協会年次大会

(昭和55年11月4日～6日, ロ ト)L,ア,ニュ

ジーーランド)

K.Tsunoda:TI〕EJapaneseWoodPreservinglnd-

Stry

(木材防腐防虫実験施設)

日本木材加工技術協会関西支部講演会
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(昭和55年11月15日,大阪)

西本孝一 :木造住宅の防腐 ･防虫対策

(木材防腐防虫実験施設)

全国木材防虫 JAS協議会講演会

(昭和55年11月20日,名古屋)

西本孝一 :ヒラタキクイムシの生態 とその防除につ

いて (木材防腐防虫実験施設)

木材保存に関する国際研究グループ 第12回大会

(昭和56年 5月11日～-18日,サラエボ,ユー

ゴスラビア)

M･Takabashi:BendingCreepTestofPlywoods

underLongTerm ExposuretoFungalAttack

(木材防腐防虫実験施設)

日本木材加工技術協会関西支部講演会

(昭和56年 6月3日,大阪)

角田邦夫 :フナクイムシと木材

(木材防腐防虫実験施設)

日本木材保存協会,木材保存士資格取得講習会

(昭和56年 6月19日,札幌)

高橋旨象 :木材の生物劣化に関する知識

(木材防腐防虫実験施設)

防腐 ･防蟻処理製材の JAS認定工場となるための

研修会

(昭和56年 6月30日,大阪)

高橋旨象 :木材腐朽,シロアリ,木材用防腐 ･防蟻

･防虫薬剤,木材防腐 ･防蟻 ･防虫処理法

(木材防腐防虫実験施設)

全国木材組合連合会講演会

(昭和56年 7月16日,福岡)

西本孝一 :木材の防腐および白蟻の生態と被害なら

びに防腐 ･防蟻処理法

(木材防腐防虫実験施設)

人事往来 ｡その他

称 昭三 :昭和55年10月1日付けで,助教授に昇任

(木材生物部門)

則元 京 :昭和55年10月16日付けで講師に昇任

の生化学会議｣に出席のため ドイツ連邦共和国

へ出張

(昭和55年10月3日～10月13日)

(リグニン化学部門)

西本孝-･: (昭和55年10月6日～10月22日,昭和

56年 3月27日

角田邦夫 : (昭和55年10月6日～12月3日)

日本学術振興会の国際共同研究として ｢低毒性

木房防腐薬剤の開発に関する研究｣のためニュ

ージランド国へ出張

(木材防腐防虫実験施設)

高橋旨象 :｢木材保存に関する第12回国 際研 究 集

会｣に出席のためユーゴスラグィア国-出張

(昭和56年 5月7日～5月18El)

(木矧娼腐防虫実験施設)

島田幹夫 :文部省在外研究員員として ｢微生物によ

るリグニンの生化学変換における代謝調節に関

する研究｣のためアメリカ合衆国-出張

(昭和55年 4月19日～昭和56年4月18日)

(リグニン化学部門)

樋口隆昌 : (昭和56年 6月7日-6月17日スウェ

-デン国,ノルウニ-国)

越畠哲夫 : ( 〝 〝 )

島田幹夫 : (昭和56年 6月7日-6月21日スウェ

ーデン国,ノルウェー国,デンマーク国)

＼し

‥
/

-

ノ

｢第19回木材パルプ化学国際シンポジウム｣に

出席のため出張

(リグニン化学部門,木材化学部門)

中坪文明 :日本学術振興会の日米科学共同研究 とし

て ｢リグニンの微生物分解に関する研究｣のた

め,アメリカ合衆国-出張

(昭和56年 5月1日～8月31日)

(リグニン化学部門)

棲 茸郎 :｢第28回基礎と応用化学国際会議に出席

及び生物パルプ生産に関する研究｣のため,ア

メリカ合象国,カナダ国へ出張

(木材物理部門) 則 元京 :

樋口隆昌 :文部省 国際研究 集会 派遣研究員として 青木 務 :

(昭和56年 8月2日～8月31日)

(木材化学部門)

｢リグノセルロ-ス繊維のグラフト共

重合に関するシンポジウム｣に出席の

｢高等植物におけるフェニルプロパノイド代謝 ため,アメリカ合衆国へ出張
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(昭和56年8月21日-9月611)

(木材物理部門)

張 勤麗 : (中国南京林産工業学院講師)昭和55年

4月25日-昭和56年 4月24Fほ で嘲司政府派遣

留学生 として滞在

(木質材料部門)

CelsoB･Lantican: (フィリピン大学林学部長)

昭和55年 9月4日試験研究機関及び農業の実情

視察 と今後の熱帯農業研究について懇談のT:め

来所.

DaCunhaFilho:(ブラジル国ウベランヂア連邦

大学総長)

DerblayGalvar: ( 〝 サンタマリーア連

邦大学総長)昭和55年10月18日見学のため来所

EmanuelV.Soriano:(フィリピン大学良)昭和55

年11月7日見学のため来所

lV･Liese(IUFRO 会長以下3名) :昭和56年 3月

7日竹の研究に関する打合せ及び懇談のため来

所

インドネシア学術視察団 DoddyA･TisnaAmidjaja

以下5名 :昭和56年3月25日見学のため来所

M･E･Hedley: (二ュ-ジランド林業 研究所 研究

官)昭和56年 5月8日～昭和56年12月30日まで

招へい外国人学者 として滞在

(木材防腐防虫実験施設)

中国林業教育視察団団長陳豚析 (北京林学院副院長

以下6名) 昭和56年5月23巨=こ所内見学およ

び懇談のため来所

l印 帽巨夫 : (文部大臣)H欄 156年8月 8日視察のた

め来所


